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歩道切下げ車両乗入れ部構造図　 205-1型（ 155-1型）
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歩道舗装標準構造図

（一般部）
4
0

50
14
0

開粒度アスファルト混合物２号（改質Ⅰ型）

再生クラッシャラン砕石（ＲC-20）

砂

砂（しゃ断層用）

1
0
0 (RC-20)

歩道乗入れ舗装（アスコン）５０型

歩道乗入れ舗装（セメコン）４０型

歩道アスファルト舗装１４型歩道透水性舗装１９型

セメントコンクリート（早強212B）

4
00

20
0

2
0
0

再生粒度調整砕石(RM-40)

プライムコート工〔乳剤PK3～4〕

(RM-40)

再生粒度調整砕石(RM-40)

5
0

細粒度アスファルト混合物

再生粗粒度アスファルト混合物

1
001
5
0

3
50

50
0

タックコート工〔乳剤PK3～4〕

プライムコート工〔乳剤PK3～4〕

(RM-40)

歩道舗装標準構造図

（切下部）

細粒度アスファルト混合物

40

プライムコート工〔乳剤PK3～4〕

再生粒度調整砕石（RM-30）

1
0
01
4
0

（RM-30）

（一般部）
歩道乗入れ舗装（アスコン）５０型

再生粒度調整砕石(RM-40)

5
0

細粒度アスファルト混合物

再生粗粒度アスファルト混合物

1
0
0

1
50

35
05
0
0

タックコート工〔乳剤PK3～4〕

プライムコート工〔乳剤PK3～4〕

(RM-40)

（乗り入れ部）

4
0

5
0

14
0

開粒度アスファルト混合物２号（改質Ⅰ型）

再生クラッシャラン砕石（ＲC-20）

砂

砂（しゃ断層用）

1
0
0 (RC-20)

歩道透水性舗装１９型

車道舗装標準構造図

アスファルトコンクリート舗装４０型 アスファルトコンクリート舗装２０型



ガード パイプ標準構造図
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歩道切下げ車両乗入れ部構造図（特殊ブロック155SF型）
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